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人 口 面 積( 60. 9. 1)

世 帯　220, 727
人 囗　630, 007

男　319, 141 
女　310, 866

面 積　53. 25k ㎡
人囗密度　11, 831 人/ 1㎡
≪ 月2 回( 5 日 、20 日) 発 行 ≫

開
か れた区政を実現す る た めに

区 民 と 区 政 の 一 層 の 信 頼 関 係 を
公
文
書
公
開
条
例
を
制
定

昭
和
6
1年
5
月
1
日
実
施

公文書公開のしくみ

9
月
1
2日
か
ら
の
昭
和
6
0

年
第
3
回
区
議
会
定
例
会
で

『
耻
立
区
公
文
潛
公
閧
条
例
』

が
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
K
の
中
で
は
、
目
照
K

、
皈
橋
区
、
器
島
区
が
、

既
に
、
こ
の
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

足
立
区
は
、
昭
和
6
1年
5

月
1
日
か
ら
実
鵆
し
ま
す

。

今
回
は

『
公
文
書
公
開
条

例
』
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

公
文
書
公
開
条
例
と
は

公
文
黔
公
閧
条
例
と
は
、区
の

持
つ
て
い
る
公
文
再
を
兒
た
り
、

そ
の
写
し
を
手
に
入
れ
る
権
利

を
、区
民
の
皆
さ
ん
に
保
障
す
る

制
度
で
す
。

そ
の
目
的
は
、区
民
の
皆
さ
ん

が
、区
政
に
参
加
す
る
機
会
を
広

め
、皆
さ
ん
と
区
の
信
頼
関
係
を

よ
り
深
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、区
政
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
の
。墨
も
基
本
的
な
条
例

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

公
開
請
求
で
き
る
人

公
文
肖
を
公
開
請
求
で
き
る
人

は
次
の
と
お
り
で
す

。

▽
区
民
‥
。&
内
に
事
務
所
・

串
業
所
を
有
す
る
個
人
や
法
人
V

区
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
 

さ
ら
に
▽
公
閧
を
請
求
す
る
理

由
を
只
体
的
に
示
す
こ
と
の
で
き

る
も
の
が
合
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、足
立
区
に
関
心
の
あ

る
、区
民
以
外
の
人
び
と
に
も
公

開
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
で
、実

質
誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

公
開
・
非
公
開
の
公
文
書

公
聞
の
対
象
と
な
る
公
文
溽

は
、実
施
機
関
で
あ
る
区
艮
、敦

育
委
員
会
、選
挙
管
理
委
貝
会
、

監
査
委
員
。發
業
委
員
会
の
事
務

に
従
事
す
る
戦
貝
が
、仕
串
を
す

る
上
で
、作
成
し
た
り
、受
け
取

っ
た
文
*
'
図
圃
、写
頁
(
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
汽
む
)
で
す
。

ま
た
、公
開
し
な
い
こ
と
の
で

さ
る
公
文
再
は
、次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。▽
個
人
生
活
に
闃
す
る

吶
報
で
、特
定
の
個
人
が
わ
か
る

も
の

▽
法
人
や
亊
業
を
営
む
個

人
の
利
益
を
明
ら
か
に
捐
な
う
と

認
め
ら
れ
る
も
の

∵
X
政
の
公

正
ま
た
は
、
適
正
な
執
行
が
妨
け

ら
れ
る
も
の
等
V

法
令
等
の
定

め
る
も
の

公

開

の

方

法

公
聞
の
甲
し
込
み
を
受
け
付
け

た
翌
口
か
ら
凵
日
以
内
に
、公
聞

・
非
公
聞
を
決
定
し
、文
酊
で
訥

求
考
に
辿
嶇
し
ま
す
。

公
閧
す
る
場
所
は
、
本
庁
舎
と

中
夬
本
町
斤
舎
(
仮
私
)
の

「
情

報
公
閧
担
当
課
」
の
窓
囗
で
す
。

R
川
は
、閲
覧
だ
け
の
場
函
は
、

無
料
で
す
。写
し
が
必
要
な
方
は
、

コ
ヒ
ー
代
や
送
料
か
実
呰
負
担
と

な
り
ま
す
。

不
服
の
申
立
て

公
開
で
き
な
い
と
い
う
决
定
に

不
碼
の
と
き
は
、
法
律
(
行
政
不

服
審
査
法
)
に
よ
っ
て
、
不
服
申

立
て
が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
対
し

て
は
、公
正
に
判
断
す
る
た
め
、

学
識
経
験
者
の
方
々
に
よ
る
[
公

文
書
公
聞
審
査
会
]
の
意
見
を
き

い
て
お
答
え
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
公
文
書
の
公
聞

制
度
」
は
、
公
文
4
の
公
聞
の
請

求
が
隆
利
と
し
て
、
し
っ
か
り
ぼ

障
さ
れ
て
い
ま
す

。

今
後
は
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て

区
政
に
、
よ
り
一
㈹
の
こ
理
解
を

傑
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
庄

み
よ
い
足
立
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

尠
加
を
願
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
対
す
る
、
皆
さ
ん

の
ご
意
兒
、
ご
要
望
を
ど
し
ど
し

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

公
文
占
の
公
開
制
慶
に
対
す
る

お
問
い
台
せ
は
、
情
報
公
開
準
偏

担
当
へ
。

次
代
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
の

明
る
い
笑
顔

第1 回

情 報 公 開
ミ ニ コ ー ナ ー

「
公
文
醂
公
閧
条
罔
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
た
ち
区
民
に
、
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
。」

足
立
区
で
は
K
が

行
つ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
に
関
し

て
、
持
つ
て
い
る
文

書
な
ど
の
情
報
今

区
民
の
皆
様
に
公
閧

す
る
た
め
の
制
度
を

検
討
し
て
き
ま
し
た

。

公
文
書
公
閧
条
例

は
、
こ
の
制
度
を
行

つ
て
い
く
た
め
に
必

要
な
亊
柄
を
定
め
た

も
の
で
、一
股
に
孱

報
公
閧
制
度
」と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、5
回

シ
リ
ー
ズ
に
分
け

て
、
そ
の
仕
組
み
を

説
明
し
ま
す
。

A
情
報
公
開
準
備
担
当
V

友 好 都市 だ より
募
集
中

足立 区民 号で 行く

善光寺
紅葉の志賀高原への旅

北
千
住
か
ら
足
立
区
民
り

ラ

ル
ー
ト
レ
イ
ン
臨
時
せ

で
、
友
好
‘
作
巾
長
野
県
山
ノ
内

町
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

善
光
寺
な
ど
観
光
コ
ー
ス
を

デ
ラ
ッ
ク
ス
パ
ス
で
楽
し
み
、

渋
心
叭
で
'
韵
、旅
の
つ
か
れ

を
い
や
し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

期
日
　
m

川
刀
一
囗
恚
（I囗
T
 
 

韵
2
口

費
用
　
2

リ
8
1
3

円

(こ
ど
も
・・・
2
び
I
ト
樋
円
)

申
込
塲
所
　
北
F
ぼ
駅
旅
ト
セ

ン
タ
ー

讎
5
7
3
3

問
合
せ
先
　

卜
殴
所
齔
圃
卻

山
ノ
内
町
制
3
0川
年

記
念
式
典
行
わ
れ
る

足
皀
K
と
友
好
自
洽
休
提
拷
を
結
ん
で
い

る
、
長
野
県
山
ノ
内
町
で
は
、
今
年
町
制
3
0

周
陌
を
迎
え
ま
し
た
。

9
冖
1
5
日
に
、
や
ま
び
こ
広
塲
で

、
町
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
£
念
八
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
X
か
ら
古
性
区
長
、
森
区
議
会

廠
長
が
出
席
、
お
祝
い
し
ま
し
た
。

小
雨
が
降
る
中
、
咀
夊
区
伝
統
芸
能
、
人

・跨
余
に
よ
る
「
汢
戸
あ
だ
ち
太
鼓
」
披
露
と
、

山
ノ
内
町
の
削
作
町
民
人
鼓
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

反
好
の
太
鼓
の
共
莇
と
な
り
、
参
加
し
た

人
々
か
ら
盛
ん
な
拍
于
を
硲
び
、
禊
両
を
深

め
ま
し
た
。

▲
り
ん
ご
狩
り
と
新
鮮
な
山
菜

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

。

あ
な
た
の
声
を
区
政
に

区
政
を
語
り
合
う
会

テ
ー
マ
≪と
も
に
考
え
る
住
み
よ
い
足
立
≫

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
債
極
的
な
参
加
に
よ
る

「
開
か
れ
た
区
政
」
を
め
ぎ

し
て
い
ま
す
。

「
閧
か
れ
た
区
政
」
の
第

一
歩
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

生
の
声
を
的
厦
に
把
握
す
る

こ
と
で
す
。

「
区
政
を
語
り
合
う
会
」

は
、
区
長
が
直
接
皆
さ
ん
の

意
見
や
要
望
を
う
か
が
い
な

が
ら
、「
調
和
の
と
れ
た
心
豊

か
な
住
み
よ
い
足
立
」の
実

現
を
、い
っ
し
ょ
に
考
え
る

集
い
で
す
。

あ
な
た
も
区
長
と
と
も

に
、
住
み
よ
い
足
立
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
1
0月
3
0日
、
午
後
7

時
1
9
時

会
場
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

問
合
せ
先

広
聴
係

い ま、調 査 を
実 施 中。

ただ い ま 、調 胥a か 調 杳ク)た め 、各家 庭
に 、1, i』つ てい ます 。記 人 もれ か な い か 、も

う ・J i絛 、i xLて 、 調 杳11 にお 漉 し く た さt

●、
な お 、 ま た調 杳を 置 け てい な い 匯 帯 は、t

急 区 役 叫 統計 係 ま で 連緒 して く だ さい。

国勢調 査
統 計係 川勢調 杳担 当 　( 601) 0171

勤労者の皆 さ ん へ

晩 秋 の 日 曜日 に

区内 施設め ぐ
り を

身
近
に
で
忝
た
施

設
で
人
気
の
高
い
公

圃
を
中
心
に
、
バ
ス

で
ご
案
内
し
ま
す
。

今
回
は
、
仕
亊
で

平
囗
の
兒
学
会
に
參

加
で
き
な
い
勁
労
者

の
方
を
対
吸
に
行
い

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
に
舁
く

だ
さ
い
。

曰

時
　
H

月
1
7

日

(日
)
、
午
前
9
時
3
0

分
I
午
唆
4
時
(
雨

天
実
施
)

見
学
施
設
　
都
市
農
業

公
園
、
見
沼
代
親
水

公
園
、
舎
人
セ
ン
タ

ー
、花
畑
記
念
庭
図
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ー

タ
ー

参
加
資
格
　
区
内
在
 

の
健
康
な
勁
労
耆

定
員
　
4
0
名
(
巾
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

申
込
方
法
　
注
復
(
ガ

キ
に
、
庄
所
、氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

、

「
施
設
め
ぐ
り
参
加
希
望

」

と
剛
記
し
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
(
1

名
1
通
に
限
る
)

※
昼
食
は
ご
持
蔡
く
だ
さ
い

。

申
込
期
限
　
1
0
月
1
5日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
　先

広
聴
係

(〒
ほ
千
住
1

‐4
-
1
8
)花畑記 念庭園
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放
置
を
な
く
し
て

明
る
い
駅
前
広
場
に

西新井 駅 周辺 の
放 置 禁止 区 域 を 指 定

西
新
井
駅
周
辺
で
は
。
道
路
に

あ
ふ
れ
る
敦
置
自
転
車
に
よ
り
、

曽
さ
ん
が
大
変
迷
惑
し
て
い
ま

す
。現

在
、
区
営
有
料
駐
車
場
の
設

置
工
事
の
麌
行
と
あ
わ
せ
、
西
新

井
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
規
制

の
準
鰐
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

区
で
は
H
月
1
日
か
ら
下
図
の

と
お
り
放
置
翆
止
区
蓼
を
指
定
し

ま
す
。
こ
の
区
域
内
の
道
路
等
に

放
置
し
て
あ
る
自
転
車
等
に
つ
い

て
は
移
送
し
ま
す
の
で
ご
庄
意
ぐ

だ
さ
い
。
駅
前
周
辺
は
多
く
の
方

が
利
用
す
る
公
共
広
瑪
で
す

。
放

卮
自
転
車
の
な
い
き
れ
い
な
駅
前

を
確
保
す
る
た
め
に

。
駅
の
近
ぐ

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
自
転
傘
利

用
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
有
料
駐
車
場
を
申
し
込
ま
れ
た

力
へ有

料
駐
車
場
の
申
し
込
み
は
9

月
1
5
日
で
締
切
り
ま
し
た
。区
で

は
、現
在
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
の
審

査
を
行
い
1
0
月
1
5
日
頃
に
は
利

用
の
承
-
認
、不
承
記
に
か
か
わ
ら

ず
、
申
し
込
劣
れ
た
方
全
祠
に
対

し
通
知
を
発
孝
T
る
予
定
で
す
。4

無
料
駐
車
場
の
拡
充

東
武
鉄
逎
西
新
拌
工
場
の
脇
に

あ
る
西
新
丼
自
転
車
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、従
来
ど
お
り
無
料
の
扱

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。区
で
は
こ

の
ほ
ど
こ
の
駐
車
場
を
拡
大
整
繝

し
約
千
台
収
容
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
交
通
安
全
対
策
課

自
転
車
駐
車
場
案
内
図

お
よ
び
放
置
禁
止
区
域
指
定
図

※
ロ

忿
り
う

心
路
J
畋
万

心
4

城
て
す

自 転 車 は 駐 車 場 ヘ

区
民
の
日
に
晴
れ
の
表
彰

足
立
区
に
頁
献
し
た
2
2
8名

1
0月

1
日
「
区
民
の
日
」
に
昭

和
6
0年
廖
足
立
区
功
労
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
の
た
め
に
永
年
尽
力
さ
れ
た

方
や
社
会
福
祉
・
公
衆
衡
生
・
教

膏
・
産
業
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た

方
な
ど

。次
の
2
2
8名
の
方
々
が
表

彰
を
受
け
y
Qれ
ま
し
た
。

【
自
治
功
労
】

Λ
区
議
会
議

叫
▽

安
達
正
興

浅
田
良
作

飯
田
豊
彦

伊
原
光
一

小
野
實

川
下
政
信

島
崎
義
雄

須
賀
壽

雄

衫
山
秀
雄

長
塩
夷
冶

平

澤
太
郎

Λ
消
防
団
▽

阿
由
葉

光
悒

堵
瀬
良
二

山
田
友
計
F

川
弘

艮
谷
川
幸
男

呎
井
舂

芳

長
谷
川
三
乗

服
部
癇
助

堀
井
蔕
吉

和
井
田
延
宏

細
田

幸
太
郎

膺
田
勝
好

剏
老
澤
利

男

藤
田
武
男

山
似
松
膺

金

子
武

星
野
隆
雄

森
捫
一

臼

食
瀧
次
郎

増
田
紀
二
六

野
尻

和
良

小
久
保
道
明

村
上
忠
藏

岩
田
四
一
郎

山
賣
‘″
好

小
久

保
孝

竹
下
洋
己

石
渡
義
久

木
島
市
太
郎

き
呎
健
治

大
島

光

青
木
喜
一

永
井
潤
歳

竹

田
朗
三

福
田
安
治

小
泉
昇

Λ
町
会
・
自
治
会
憂
V

前
島
舁

飯
野
泰
輔

佐
薩
舂
雄

伏
兒
灣

青
木
栄
吾

渡
邊
良
助

角
田
冐

次
郎

【
靦
計
功
労
】
洩
香
壽

孚

松
井
九
十
九

山
木
勝
政

岡
永
敬
亮

渡
邊
1
秋

小
谷
野

呎
夫

内
村
豊
子

薄
葉
昌
之
助

中
里
哨
志

大
豆
生
田
繁
子

中

野
笑
奈
子

伊
藤
隅

古
山
功

増
田
啓

【
納
税
功
労一

小
澤

霧
代
松

【
区
立
学
校
教
育
功
労
】

Λ
教
弯
功
労
者
V

塚
木
正
棊

森
島
正
義

平
山
寮

大
内
克
子

八
P
T
A
会
長
V

田
幡
延
男

浅
西
和
子

古
性
正
己

根
本
仲

男

今
野
勝
栄

松
本
捷
三

神

腰
武

水
野
・保

石
鍋
遭
人

花

井
背
一

八
学
校
保
健
衛
生
功
労

者
V

仲
谷
安
夫

瀬
田
和
夫

周
藤
正
之

船
田
孝

田
中
弘

小
桙
祐
一
【私
学
教
育
功
労
】

Λ
私
学
振
興
功
労
者
▽
横
山
久

子
【社
会
褊
祉
功
労
】Λ
柱
会

福
祉
事
業
功
労
者
v
阿
部
洋
子

本
m
ふ
み
形
山
多
嘉
子
赤
星

武
臣
八
袿
会
嵋
祉
団
体
功
労

者
v
村
松
再
一
鈴
木
正
藏

齋
藤
正
成

古
川
暘
子

閧
美
津

子

昼
間
ト
シ

Λ
民
生
委
叫
・

児
劈
匐
M
V

小
久
保
4
こ
助

竹
内
秀
郎

塚
田
正
八

商
僑
喜

平
次

山
内
て
川
せ

須
鎌
勇

佐
藤
サ
(

若
泉
與
吉

金
子
兼

義

Λ
保
護
司
▽

福
田
忠
男

瀬
剛
新
二

島
田
浩

大
島
文
夫

【
杜
会
生
活
功
労
】

Λ
杜
会
生

活
亊
業
功
労
者
V

加
藤
弘

霞

邊
常
美
恵

髄
元
正
典

Λ
防
火

事
某
功
労
者
▽

則
本
芳
藏

Λ
防
犯
事
業
功
労
者
▽

関
根
膺

茂
出
木
市
藏

【
公
衆
衛
生
功
労一

Λ
公
衆
衛
生
亊
業
功
労
者
▽

前

田
敏
明

濟
水
信
光

Λ
保
鬩
医

療
事
業
功
労
者
V

高
嘴
和
秋

石
川
惇
一

古
川
武
房

掛
貝
民

男

和
田
又
子

彼
止
保

鯉
沼

つ
ね

田
村
四
郎

石
井
貞
三

大
平
塚
唯

【
農
商
工
業
功
労
】

Λ
農
業
振
興
功
労
者
▽

矢
作
林

藏

福
田
和
弘

平
叨
生
次

吉

岡
要
三

末
島
弁
次
郎

江
川
庄

市

大
野
政
E
郎

鈴
木
簟
夫

度
邊
正

喘
井
行
夫

両
礁
榮
之

助

小
食
勇

Λ
商
業
振
興
功
労

者
V

古
内
廣
誰
、竹
内
賢
一

石
井
昭
一

三
谷
三
郎

Λ
工
巣

振
興
功
労
者
V

屬
原
輝

三
宅

忠
夫

木
村
辨
之
助

Λ
実
業
粫

励
功
労
者
▽

土
橋
隆

田
中
武

夫

平
山
實

中
島
正

竹
内
繁

松
崎
光
夫

内
藤
保
幸

赤
石
義

溥

陥
田
昌
市

鈴
木
又
右
衞
門

大
槻
4

河
野
英
敏

【
遲
般
功

労
】

Λ
区
図
整
理
亊
業
功
労

者
▽

佐
野
寛

村
越
康
二

金

杉
法
寿

淺
野
伊
一

【
社
会
教

育
功
労
】A
社
会
教
斉
事
業
功
労

者
▽

矢
萩
良
陲

水
嵜
濔

伊

藤
ク
ラ

杉
村
京
子

高
僑
松
江

Λ
文
化
事
業
功
労
者
▽

谷
勇
吉

松
戸
美
知
雄

吉
野
孟
彦

稲
業

シ
ズ

髯
尾
幸
古

恩
田
亀
次
郎

圧
司
正
七

奥
山
舂
藏

左
拓
司

諏
訪
勝
子

小
深
田
敏

渡
辺
甚

二

小
林
一
男

伊
奈
武
三
郎

渡
漕
勝
己

大
政
啓
藏

Λ
体
青

事
業
功
労
者
▽
高
椣
正
寳

引
場

忠
衛

柿
沼
武

寶
田
正
和

大

川
武
信

晦
田
秀
雄

長
谷
部
み

ね

還
廉
福
太
郎

上
杉
正
忠

Λ
文
化
財
保
護
功
労
者
V

吉
成

進

井
上
宗
八
郎

大
谷
松
雄

村
上
林
藏

野
村
は
る

平
野
信

吁

田
中
市
太
郎

山
本
庄
作

村
上
政
七

椨
川
峰
造

市
村
秀

雄

佐
蔘
和
久

喘
井
時
藏

【
発
明
改
良
功
労
】

相
毫
善
右

緬
門

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
】

浅

并
え
り
子

渋
谷
恒
男

【
徳
行

者
】

伊
藤
仁
藏

鳥
海
長
作

株
式
会
杠
三
浦
工
務
店
三
和
会

柬
京
城
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

東
亰
西
新
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

東
京
足
立
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

束
亰
白
鴎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

【
寄
付
者
】

足
立
信
用
金

廈

長
島
要
吉

宗
教
法
人
立
正

佼
成
会
足
立
教
会

梅
田
直
吉

足
立
花
卉
農
業
協
同
變
l

松
岡

英
吉

山
崎
と
み

足
立
区
私
立

幼
碓
國
園
長
会

三
水
会
A

敬

袮
略
V

問
合
せ
先
　
総
務
課

福

祉
事
業
案
内

お
子
さ
ん
を
預
り
ま
す

児
童
緊
急
一
時
保
護

毋
観
が
お
産
を
し
た
り
、
病
気

で
祠
院
へ
行
く
時
な
ど
に
、
昼
問

だ
け
児
童
を
預
か
り
ま
す

預
か
る
方
　
山
本
治
枝
(
青
#
3
　

丁
目
　
鰯
4
7
9
0
)

、池
田
克

子
(

西
伊
興
町

　
a
6
2
4
　
7
)

、
早
川
ヨ
リ
子
(
竹
の
鑞
―

丁
目
　
晦
3
8
5
0
)

、稲
垣
由

美
子
(

南
花
畑
5
丁
目
　
8
8
5
4
　
7

～
)

、
細
井
八
瘋
子
(
峽
瀬

4
丁
目
　
磚
1
4
0
8
)

、戸
田

と
し
え
(
大
谷
田
―
丁
目
　
莇

6
3
2
1
)

谷
島
美
佐
子
(
興

野
2
丁
目
　
巍
2
3
a
)

、藤

田
ケ
エ
子
(
江
北
4
丁
目
　
8
9
0
　
0
4
2
9
)

熊
倉
洋
子
(
保
塚

町
　
匐
0
7
4
3

預
か
る
児
童
　
生
険
3
ヵ
月
以
趾

学
齢
未
禹
児
膏
J
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
8
時
～
午
後
　

5
時
ま
で
の
必
脣
履
少
時
間

料
金
1

時
問
に
つ
き
議
円
、
午

唆
5
時
以
降
は
1
時
間
に
つ
き

罰
円
(
た
だ
し
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
。
生
活
保
護
受
紿
世
帯

は
料
金
免
除
)

依
頼
万
法
　
預
か
っ
て
ほ
し
い
方

に
直
接
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

※
な
お
、
千
住
地
区
な
ど
で
は
t

名
の
児
県
緊
急
一
時
保
護
者
を
募

集
し
て
い
李
歹
。

問
合
せ
先
　
保
育
課

家
庭
福
祉
員
募
集

保
考
に
欠
け
る
乳
児
の
た
め
、

家
屁
で
保
冑
し
て
い
た
だ
く
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
　
▽
2
5
歳
～
5
0
歳
ま
で
の
心
　

身
と
も
に
健
康
な
方

▽
保

毋
、
教
糾
、
助
産
婦
、
保
健
瞞
、
U
i
i

は
看
霞
婦
の
賣
格
が
あ
る

こ
と
　
▽
現
に
養
育
し
て
い
る

6
歳
未
同
の
児
童
が
い
な
い
こ

と
　
▽
保
育
専
用
室
と
し
て
6
　

畳
以
上
の
邵
屋
が
、
原
則
と
し

て
1

階
に
あ
る
こ
と

預
か
る
児
鴦
　
3

歳
禾
緝
の
児
童

を
3
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
8
時
～
午
後
5

時

※
区
か
ら
保
青
経
費
、
振
興
費
、

行
事
費
、
賠
償
賈
任
保
険
料
等
を

補
助
し
ま
す
。

※
特
に
北
千
住
駅
東
口
周
辺
、綾

瀬
、
西
新
井
地
区
の
方
を
募
集
し

て
い
ネ
す
。

問
合
せ
先
　
保
齊
課

該
当
の
方
は
手
続
き
を

児
童
手
当
・
特
例
給
付

児
童
育
成
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
'
&

の
要

件
に
該
当
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

嬰
件
に
該
当
し
て
い
ア
子

続
き

が
ま
だ
の
方
は
、
ご
自
身
で
申
讀

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な

い
限
り
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

□
児
童
手
当
(
国
制
度
)

1
8歳
未
満
の
児
童
奪
J
人
以
上

扶
茂
し

。
そ
の
I
人
目
以
降
の
児

童
の
う
ち
義
務
教
齊
終
了
前
の
児

童
に
支
給

□
特
例
紿
付
(
国
制
度
)

児
摎
于
当
と
同
条
件
で
す
が
、

厚
生
年
金
等
(
厚
生
年
金
、
私
立

学
校
共
済
、
団
体
職
員
共
済
等
)

に
加
入
し

、
所
得
制
限
で
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
う
ち
特

例
紿
付
の
所
樽
制
限
内
の
方
に
支

給
。
申
誚
に
は
年
金
加
入
証
明
肅

ま
た
は
年
金
証
番
の
写
し
と
健
康

保
険
証
を
持
参

□
児
童
育
成
手
当
(
区
制
度
)

次
の
手
当
槽
目
別
に
該
当
の
方

に
支
給

○
育
成
手
当

義
務
教
育
終
了
胯
で
次
に
該
当

す
る
児
童
に
支
給

▽
父
ま
た
は
毋
が
死
亡
、
生
死
不

明
、
離
婚
、
1

年
以
上
拘
蔡
、
嚔

度
の
障
筈
(
I

、
2

級
程
度
)

▽
父
ま
た
は
毋
か
ら
1

年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

▽
母
が
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
懐
胎
(
認
知
さ
れ
た

児
髱
奮
瞞
く
)

◎
障
害
手
当

2
0歳
禾
禹
で
次
に
該
当
す
る
児

槇
に
支
給

▽
「
愛
の
手
帳
」
1
1
3

度
程
度

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
1
・
2

級

程
度

▽
脳
性
マ
ヒ

、
進
行
性
莇

蕎
縮
症

所
得
制
陂
額
・
手
当
額

左
表
の

と
お
り
。

※
な
お
、
児
童
育
成
乖
当
に
つ
い

て
は

、
1
0月
分
(
2

月
期
支
給
分
)

か
ら
増
額
さ
れ
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
児
童
手
当
係

目
の
不
自
由
な
方
に

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

1
0月
か
ら
。
目
の
不
自
由
な
方

の
お
手
伝
い
夸
す
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
を
始
め
ま
し
た
。

対
象
者
　
区
内
に
在
住
す
る
、
1
8

歳
以
上
の
視
覚
陣
售
1
～
2
級

の
力
で
、
必
驀
な
と
き
に
家
族

の
介
助
が
受
け
ら
れ
な
い
方

内
容
　
▽
昃
み
S
き
の
代
行
　

▽

通
院
、
役
所
等
の
用
事
、
冠
婚

葬
祭
、
特
別
な
買
物
、
文
化
教

養
活
勦
等
の
外
出
の
付
き
添
い

派
遭
回
数
　
月
2
回
ま
で

、
―
回

最
高
6
時
閧
ま
で

S
用
負
担
　
介
助
中
の
交
通
費
や

食
事
代
、入
場
料
等
の
経
費
は
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
分
を
含
め

て
対
象
者
廁
の
負
担
と
な
り
ま

す
申
込
・
問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
協

毒
会

　
8
8
8
1
5
5
0

心
身
障
害
者
(
児
)

体

育

祭

足
立
区
心
身
障
害
者
(
児
)
体

育
祭
を
閧
催
し
ま
す
。

一
般
の
方
々
も
、
ふ
る
つ
ア
夊
」

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
1
0
月
6
日
(
日
)
、
午
前
9
　

時
3
0分

場
所
　
第
4
中
学
校
(
梅
島
下
取
)

問
合
せ
先
　

障
害
福
祉
課
計
跚
膺

整
係

喜
寿
、
米
寿
を

迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
ヘ

区
で
は
、
こ
の
た
び
曹
寿
、
米

寿
を
迎
え
台
れ
た
譽
'
瓦
(
9
月

1
5日
現
在
満
7
7歳
と
満
8
8歳
の

方
)
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
獰
を
贈
り
ま

し
た
。マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
き

ゅ
う
な
ど
の
施
術
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
施
術
者
の
名
簿
も
同
封
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
陣
害
福
祉
係

所 得 制 限 額
昭 和59年中 の所 得

手 当 額( 月額)

行
政
相
談
週
間
1
0
/
1
3
～
1
9

行
政
相
談
制
度
を
よ
り
多
く

の
方
に
知
つ
て
い
た
だ
く
「
行

政
相
談
週
間
」
の
一
環
と
し
て

次
の
特
般
会
場
で
行
政
相
談
を

行
い
求
す
。

曰
時
・
会
場
　
▼
1
0月
1
7日
・・・

竹
の
獵
駅
東
囗

▼
1
0月
1
8

日
・・
永
庁
舎
区
民
相
談
室
　

▼
1
0月
1
9
B・・・
青
年
館

時
関
は
い
ず
れ
も
、
午
後
1

時
1
4
時

問
合
せ
先
　
相
鮫
係

追
加
受
付
け
し
ま
す

競
争
人
札
参
加
願
い
(
物
品
)

昭
和
6
1年
度
の
区
の
物
品
賈

入
れ
等
の
指
名
竸
争
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
方
は

、
次
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
1
0
月
2
1日
～
2
8日

(
日
曜
祭
日
を
除
く
)

受
忖
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～

午
険
4
時
(
正
午
～
午
唆
1
　

時
を
除
く
)
、
た
だ
し
、
土
曝

日
は
午
前
H
時
ま
で
に
お
い

で
ぐ
だ
さ
い

申
讀
用
紙
　
東
京
都
財
務
局
所

定
用
紙

用
紙
販
売
　
東
亰
鄒
弘
済
会
　

(
都
庁
西
l

吁
館
旭
下
―
階

2
1
2
6
9
8
4
)

受
付
・
問
合
せ
先

契
約
第
2

係

取
り
替
え
ま
す

町
名
街
区
表
示
板
と
戸
番
標

区
で
は
、
つ
ぎ
の
区
域
に
つ

い
て
各
槞
喪
示
板
の
紛
失
、
破

棡
等
の
誨
査
が
終
了
し
ま
し

た
。こ

れ
に
伴
い
各
冢
庭
に
取
付

け
て
あ
る
町
名
衡
区
表
示
板
や

戸
番
標
(
そ
れ
ぞ
れ
住
所
を
責

わ
す
緑
色
の
ブ
レ
ー
ト
)
の
取

鰆
え
作
葉
奮
り
い
ま
す
。

対
象
区
域

一
ツ
覃
一
～
四
丁

目
、
六
町
一
一
四
丁
目
、
西

加
平
一
・
二
丁
目
、辰
沼
一

・
二
丁
目
、
六
木
一
～
四
丁

ら
、
佐
野
一
・
二
丁
目

プ
レ
ー
ト
取
讐
え
期
間
1
0
月

朷
旬
I
り一
月
下
句

※
こ
の
作
菓
は
、
区
で
委
託
し

た
業
者
(
住
居
喪
示
佩
の
腕
章

を
付
け
て
い
ま
す
)
が
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
住
居
賚
示
佩

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に

ご

協

力

を

し
袤
ね
園
で
ア
フ
リ
カ
飢
餓

救
済
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を

お
こ
な
い
ま
す
。
古
本
、
陶
器

手
芸
作
品
、
タ
オ
ル
な
ど
の
寄

贈
を
お
願
い
し
ま
す
(
寄
贈
は
1
0

月
2
0日
ま
で
)
。当
日
は
バ
ザ

ー

の
ほ
か
に
僕
疑
店
と
映
圃

『
え
え
じ
ゃ
な
い
か
』
も
上
映

」
乖
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
縟
ち
し
廖
f
'
。

日
時
　
H
月
3
日
(
日
)、
午
前
1
0

時
3
0分

鳩
所
　
し
裹
屬
(
軽
賢
老
人

ホ
ー
ム
)
鳥
根
2
-
割
-
2

問
合
せ
先

し
声
ね
園

さ
鮖

4
6
0
1
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「
4
0歳
か
ら
の
健
康

週
間
」
1
0
/
1
0～
1
6

4
0歳
は
成
人
病
の
入
囗
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
ま
か
ら
鬮
康
づ

く
り
釁
心
が
け
、
規
則
正
し
い
生

活
を
お
く
る
こ
と
は
、
す
こ
や
か

な
老
年
期
夲
通
え
る
た
め
の
第
一

歩
で
す
。

「
4
0歳
か
ら
の
健
康
週
間
」
を

機
会
に
ご
自
分
の
健
康
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

保
健
所
、
保
健
相
酸
所
で
は
健
康

畛
査
や
健
康
相
談
な
ど
健
康
夲
寺

る
た
め
の
さ
ま
ぎ
ま
な
鄒
業
痴
将

つ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

訪
問
看
護
指
導

獏
た
き
り
の
方
を
対
象
に
訪
問

肴
護
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
在
宅
で
4
0歳
以
上
の
寝
た

き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
に
牽

す
る
方
の
い
る
冢
啀

指
導
内
容
　
療
養
方
法
、
枅
護
方

法
等
に
関
す
る
指
導
、
話
制
度

の
活
用
方
法
等
に
関
す
る
指
導

な
ど

申
込
・
問
合
せ
先
　

各
保
健
所
・

保
健
相
談
所

電話番号・所在地一覧
足 立 保 健 所

伊興町前沼1157- 6 855- 4151
干 住 保 健 所

千住仲町24- 2 888- 4277

中央本町保健相談所
中央 本町1- 16- 1 880- 1165

東 和 保 健 相 談 所
東和3- 12- 9 606- 4171

江 北保 健 相 談 所
西新井本町2- 30- 40 896- 4004

狂
犬
病
予
防
注
射
と

飼
い
犬
の
登

録

昭
和
6
0年
度
か
ら
狂
犬
訶
予
防

注
射
は
1
年
に
1
回
と
な
り
声
し

た
。
今
年
度
、
登
録
お
よ
び
狂
犬

訶
予
防
注
射
の
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
左
表
の
会
場
で
お
受
け
く
だ

さ
い
(
雨
天
実
施
)
。

日
時
・
会
場
　
左
表
の
と
お
り

費
用
　
4
千
9
0
0
円

問
合
せ
先
　
防
疫
指
導
係

狂犬病 予防注射( 犬の登録) 日程表

保健・ 衛生
就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
各
学

校
で
実
施
し
ま
す
。

通
知
喬
(
1
0月
1
6日
発
送
予
定
)

に
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘

れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学
を

希
望
す
る
外
国
人
の
方
で
、
ま
だ

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
お
子

さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
吝
と
印

か
ん
を
持
齡
し
、
学
垠
係
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
学
咬
保
健
係
ま
た
は

学
亊
係

( 呼吸 器病教室) 申込・問合せ先　衛生i 公窗炳觴僑認定係

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

こ
の
た
ぴ
、
左
表
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
庄
ま
い
の
方
に

は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
鄒
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
合
せ
先

下
　水
迺
局
小
菅
支
所
(

　
6
0
2
a
2
2
)ま
た
は
区・

下
水
道
課
(
　
鵺
6
1
6
1
)

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

苗
木
の
無
料
配
付

。
み
ど
り
'
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。失

わ
れ
つ
つ
あ
る
自
然
を
回
復

し
、
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
つ
く

り
、
ま
た
次
代
を
に
な
之
f
ど
も

達
の
た
め
に
も
、
1
本
で
も
多
く

の
苗
木
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

区
で
は
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
苗
木
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
近
く
の
配
布

会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
苗
木
は
先
れ
順
に
配
布

し
ま
す
。

苗
木
配
布
日
　程

右
下
表
の
と
お

り
苗
木
の
種
類
(
大
き
さ
)
　
き
ゃ

ら
ぽ
ぐ
(
2
0～
4
0
`
。
'
)
、
つ
つ
じ
　

(
3
0～
叨
こ
、
こ
の
て
が
し
わ
　

(
4
0
-
6
0
?
)
、
つ
ぱ
き
(
6
0～
　

Ⅲ
こ
、
な
ん
て
ん
(
頒～
1
5
0
?
)

緑
の
相
談
　
樹
木
は
、
恥
入
れ
し

だ
い
で
育
ち
か
た
が
龕
っ
て
き

ま
す
。
皆
さ
ん
が
木
を
値
え
自

て
る
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
庄
意
し
た
ら
よ
い
か
。
ま

た
、
祠
虫
害
か
ら
樹
木
を
守
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど

の
、
緑
に
関
す
る
相
談
衆

配

布
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
緑
化
係

苗木配布日程表

● 時 間 はい ずれ も午 後2時 か らt 着 畩 柚 人決卜

植木 まつりに
でかけ ませ んか

皆
さ
ん
に
、
。み
ど
p

に
親
し

む
概
会
膏
苻
つ
て
い
た
だ
責
扁

の
ま
ち
づ
く
P

を
I
す
め
る
た

め
、
植
木
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

4
足
立
区
植
木
ま
つ
り
(
元
渕
江

公
園
)

日
畤
1
0
月
1
3
日
(
凵
)
午
前
1
1

時
I
乍
峻
4
時
甬
天
決
U

場
所

元
渕
江
公
園
(
保
木
間
2

-
1
7
-
1
)

主
な
催
し
も
の
　
▽
酌
木
の
・展

示
、
即
兇
　

▽
盆
栽
、
鉢
物
の

展
示
、
即
売

▽
緑
の
な
ん
で

も
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
▽
青
空
園

芸
教
室
(
定
員
2
0名
)
・
:
受
講

さ
れ
る
方
は

、
電
話
で
緑
化
係

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
　

▽

印
年
度
自
然
と
緑
の
町
a
コ
ン

ク
ー
ル
衣
酊
式
と
展
示
7

芍

日
午
後
1
時
か
ら
先
扮
順
に
培

養
土

球
枳
を
配
り
ま
す

・

北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
植

木
ま
つ
り

日
畤
1
0

月
1
2日
(
L
)

、1
3日

(日
)

い
ず
れ
も
、
午
唆
1
時

～
午
後
9
時
(
小
雨
決
行
)

場
所

北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店

街
※
交
通
規
制
に
よ
り
、
車
の
進
入

が
`
'
止
さ
れ
ま
す
の
で
ド
ラ
イ
パ

ー
-
の
方
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、
緑
化
係

国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
つ
い
て

第
3
叨
分
(
1
0
月
～
1
2
月
)

の
保
険
料
を
納
め
る
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
保
険

料
を
納
め
る
方
法
と
し
て

『
3
ヵ
月
納
付
≒
6

ヵ
月
納

付

』
[前
納
]
と
毎
月
納
め
る

こ
と
の
で
き
lる
r
-

ヵ
月
納

付
」
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

納
め
る
方
法
の
変
更
に
つ

い
て
は
。
国
民
年
金
課
、
出

張
所
で
印
か
ん
、
年
金
手
恨

を
持
參
す
れ
ぱ
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
検

認
係

あ

ん

ぐ

る

あ

ん

ぐ

る

卓球に夢をたくして
厭
屶
榿
祉
会
衄
て
は
。
今
日

も
熱
い
卓
球
の
練
習
が
続
い
て

い
ま
す

。

教
え
て
い
る
の
は
ご
。̀
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
輝
か
し

い
経
歴
を
も
つ
両
叭
(
旧
姓
・

闃
)
正
子
さ
ん
で
す
。
少
し
で

も
、
自
分
の
経
験
を
役
立
て
れ

ば
と
1
5年
前
区
内
の
了
ど
も
た

ち
を
鍛
め
て
始
め
た
晦
陥
ク
ラ

ブ
。
こ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
は
全
国

中
学
生
人
会
、
兔
国
ホ
ー
プ
ス

人
余
で
侵
勝
す
る
な
ど
、
全
国

レ
ペ
ル
の
送
f
が
弯
つ
て
い
ま

す

。
オ
リ
ン
ヒ
ッ
ク
に
出
暘
で

き
る
よ
う
な
選
F
か
で
て
く
れ

れ
ば
と
、
茹
は
限
り
な
く
広
か

っ
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
7
)

人
正
1
1年
3
月
3
口
、
京
制

の
岡
崎
公
会
堂
に
は
、
ヤ
国
の

同
和
地
区
か
ら
2
1

人
余
り
の

人
達
が
集
ま
り
、
全
国
水
平
扛

が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て

、

人
会
で
は
人
吹
宣
己
と
も
い
う

ぺ
き
水
・平
杜
創
皀
宣
ぶ
が
読
み

あ
げ
り
れ
た
の
で
す

。

W
d

又
は
、
西
光
り
占
氏
に

よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
で
、

全
国
に
散
在
す
る
同
和
地
区
の

人
び
と
が
団
紿
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
て
お

り
ま
す
。官
言
文
の
最
後
は
「
人

の
皀
に
熱
あ
れ
、
人
問
に
光
あ

れ

」
と
結
ん
で
い
ま
す

。
当
時

の
人
び
と
の
解
放
へ
の
強
い
意

気
を
、
力
の
こ
も
っ
た
文
a
で

う
た
い
あ
げ
て
い
ま
す

。

水
平
杠
の
創
立
は
、
長
い
間

差
別
に
苫
し
め
ら
れ
て
き
た
人

び
と
に
、
力
と
勇
気
を
9
え
、

自
主
解
放
の
旗
の
も
と
、
各
地

で
ぞ
ぐ
ぞ
く
と
水
平
杜
の
支
部

か
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
1
4

年
に
は
全
国
的
に
広
が
り
、
支

部
の
数
も
層
余
に
及
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
て

、
自
分
達
の
力
に

よ
っ
て
部
落
の
完
全
解
放
を
な

し
と
げ
、
人
権
を
守
り
ぬ
こ
う

と
す
る
浬
動
か
広
か
っ
て
い
き

ま
し
た
。

な
お
、水
平
社
と
い
う
名
は

1
7
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ュ
ー

リ
タ
ン
¥
命
に
お
け
る
、
農
民
、

商
工
笑
者
な
ど
の
組
織
で
あ
る

レ
ペ
ラ
ー
ズ
か
ら
と
っ
て
名
づ

け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
平
社
が
創
立
さ
れ
た
当
朷

は
、
大
会
の
決
議
第
一
項
に
も

あ
っ
た
差
別
者
に
対
す
る
糾
弾

を
中
心
に
運
動
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
ヰ
卮

、
大
正
1
4年
の
全

国
水
平
社
第
4
回
大
会
で
は
、

労
働
者
な
ど
と
力
を
合
せ
て
邏

勣
を
進
め
る
方
針
が
・
冫
り
だ
さ

れ
、
地
嫉
に
よ
っ
て
は
、
水
平

杠
と
労
働
組
台
。
農
民
組
合
と

が
手
を
結
ん
だ
運
勣
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
水
平
杠
は
、
軍
隊
に

お
け
る
差
別
の
糾
弾
も
行
い
ま

し
た
。

そ
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
福

岡
連
隊
の
差
別
箏
件
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ
。

立
体
化
工
事
に
伴
う
国
道
4
号
線

梅
田
交
差
点
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

規
制
期
間
・
時
間
　
1
0
月
9
日
　～

H
月
1
4
日
、
1
2
月
3
日
I
　

1
2
月
M
日
、
6
1
年―
月
1
3
日

～
2
月
4
日
、
2
月
1
9～
2
0
　

日
午
後
扣
時～
翌
朝
6
時

規
制
内
容

国
道
4
号
線
下
り

単
線
の
側
道

問
合
せ
先
　
建
般
省
首
都
国
道

工
事
事
筋
所
予
住
出
張
所
　

　
8
8
9
9
3
2
1

ひ
ろば

開
催
し
ま
す

☆
七
五
三
無
料
着
忖
講
習
会

1
0
月
1
3
日
/
午
後
1
時～
4
時
/

酉
新
井
老
人
館
/
賍
と
子
3
0

組
∇
根
岸

　
a
6
9
6
0

☆
足
立
区
住
ま
い
の
相
談
会

1
0
月
3
-
6
日
/
午
前
9
時
3
0

分～
午
唆
4
時
/
区
役
所
お
よ

び
区
・
第
冫
庁
舍
/
無
料
/
見

磧
り
か
ら
施
エ
、
修
理
、
増
改

築
等
、
地
元
の
建
築
職
人
が
心

じ
ま
す
/
▽
足
立
区
住
宅
相
談

セ
ン
タ
ー

　
M
5
4
0
1

☆
足
立
区
域
文
化
連
合
第
1
回

発
表
会
1
1
月
3
日
/
午
前
1
0

時
か
ら
/
竹
の
塚
杠
会
敵
眄
館

ホ
ー
ル
/
黙
料
/
各
研
究
会
畤

の
発
表
会
で
す
/
沢
田
　
膕

☆
七
五
三
き
も
の
着
付
無
料
講

習
会
1
0
月
1
9
日
/
午
後
1
時

3
0
分
～
4
時
/
佐
野
セ
ン
タ
ー
/

先
捫
2
5
組
/
肴
物
一
式
、
腰

ひ
も
、
お
し
ぼ
り
タ
オ
ル
を
痔

齡
の
こ
と
/
な
お
、
毎
週
火
曜

日
に
き
も
の
善
付
教
室
を
し
て

い
ま
す
/
▽
板
越
　
巍
2
8

募
集
し
ま
す

☆
3
B
体
操
サ
ー
ク
ル
毎
週

火
曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
1
正

午
/
中
央
本
町
扛
会
教
育
館
/

入
会
金
2
千
円
、月
額
3
千
円
/

申
込
は
直
接
会
場
へ
/
▽
原

田

　
8
4
8
1
9
0

☆
生
け
花
(
池
坊
・
た
ち
ば
な

会
)
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
/

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/

竹
の
塚
扛
会
教
育
館
/
講
師

・
・
・
小
翕
紫
峰
先
生
/
▽
大
加

朏
5
3
2
6
(

夜
の
み
)

☆
中
国
武
術
教
室
毎
週
月
曜

日
、午
後
7
時
～
8
時
3
0
分
(
1
0

月
2
1
日
閲
始
)
/
千
寿
第
五
小

学
校
体
育
館
/
太
極
拳
・
初
級

剣
術
/
ど
な
た
で
も
/
入
会
金

3
千
円
・
月
額
2
千
円
/
▽
大

竹

　
齏
9
7
1
8

投
稿
先
　
広
報
課
(
〒
a

千
住
1
1
4
-
1
8
)
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催
し
も
の

動
物
た
ち
と

な
か
よ
し
に
な
ろ
う

ふ
れ
あ
い
動
物
園

さ
わ
や
か
な
秋
風
が
吹
く
公
園

で
、
や
ぎ
や
う
さ
ぎ
。
モ
ル
モ
ッ

ト
な
ど
の
か
わ
い
い
勣
物
と
な
か

よ
し
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
1
0
月
1
3
日
(
雨
天
の
場
合
　

は
2
0
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
場
所
　
谷
在
家
公
園

問
合
せ
　先

公
園
課

特
別
経
済
講
演
会

日
時
　
1
0
月
1
7日
(
木
)
、
午
後
2

時
～
3

時
3
0分

場
所
　

産
業
振
興
館
(

無
料
)

演
題

勝
負
の
心
と
経
営

講
師
　
坂
田
栄
男
氏
(
日
本
哄
院

理
事
長
)

問
合
せ
先
　
商
工
係
、
ま
た
は
東

亰
商
工
会
議
所
足
立
支
部
(
　

朏
9
2
0
0
)

読
書
週
間
講
貭
会

日
時
1
0

月
1
9日
(
占

、
午
後
2

時
～
4

時

場
所
　
東
和
図
書
館
(
無
料
)

演
題
　
子
ど
も
が
わ
か
ら
な
く
な

る
日
―
体
験
的
男
の
子
の
育
て

方
講
師
　
高
見
澤
た
か
子
氏
(
「ジ
ー

ン
ズ
奥
様
の
家
事
ノ
ー
ト
」
、

「
こ
ん
な
モ
ノ
が
ほ
し
か
っ
た
!

」
な
ど
の
著
者
)

定
員
　
1
5
0名
(
先
肴
順
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
囗

申
込
・
問
合
せ
先
　
柬
和
図
譖
館

6
2
8
6
2
0
3

東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
校
に
よ
る

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
8
5

中
学
生
の
力
い
っ
ぱ
い
の
演
奏

を
、
ぜ
ひ
お
闃
き
く
だ
さ
い
。

日
時
　
1
0
月
1
2
日
(
土
)
、
午
後
1

時
3
0
分～
5
時

場
所
　
文
化
会
館
(
無
料
)

出
演
校
　
区
立
中
学
校
1
4校
と
足

立
区
吹
奏
楽
団

問
合
せ
先
　
学
校
経
理
係

祭

ば
や
し

と

獅
子
舞
の
集
い

郷
土
の
伝
統
芸
能
念
蕎
U

ま

せ
ん
か
。

日
時
　
1
0月
2
0日
(
日
)
、
午
前
1
1

時
閧
演

塲
所
　
竹
の
塚
杠
会
教
育
館
(
入

場
無
料
)

出
演
団
体
　
曙
箕
輪
囃
子
桜
会
、

大
鷺
会
江
戸
あ
だ
ち
太
鼓
、
大

罵
神
社
お
囃
子
運
お
は
や
し
愛

好
会
、
川
田
囃
子
連
中
、
神
田

囃
子
睦
会
、
高
野
箕
濃
が
谷
囃

子
保
存
会
、
島
根
ぱ
や
し
連
中
、

花
畑
大
鷲
神
社
獅
子
舞
保
存

会
、
柳
原
箕
輪
囃
子
逓

問
合
せ
先
　

文
化
係

足
立
区
環
境

づ
く
り
区
民
大
会

日
時
　
1
0月
2
3日
(
水
)、
午
前
1
0

時
か
ら

場
所
　
産
業
振
興
館
(
無
料
)

内
容
　
新
生
活
・
交
通
安
全
・
献

血
推
進
運
勣
の
映
画
、
講
演
、

展
示
な
ど
。
電
気
、
ガ
ス
、
水

道
。
電
話
等
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す

問
合
せ
先
　
地
域
振
興
課
振
興
係

名
作
映
画
鑑
賞
会

ス
ー
パ
ー
マ
ン

(字
幕
ス
ー
パ
ー
)

日
時
　
1
0月
2
6日
王
)
、午
険
1

時
3
0分
・
4
時
巧
分
・
7
時
の
3

回

場
所
　
産
業
振
興
館

鑑
賞
券
　
お
と
な
剳
円
、
子
ど
も
1
0
0

円
(
産
業
振
興
館
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
西
新
井
区

民
ホ
ー
ル
、
そ
の
他
公
社
施
設

で
取
扱
中
)

問
合
せ
先
　
産
業
振
興
館

　
8
8
2

は
ば
た
け
こ
ど
も
た
ち

児
童
館
ま
つ
り

日
時
　
1
0
月
2
0日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
I
午
後
3
時
3
0分

※
雨
天
の
場
合
は
、1
1‥月
3
日

場
所
　
元
渕
江
公
園

内
容
　

▽
発
表
コ
ー
ナ
ー
・
:歌
、

ダ
ン
ス
、
人
形
劇
等

▽
つ
く
ろ
う
コ
ー
ナ
ー
(
廃
品

を
使
つ
て
)
・
:手
さ
げ
、
自
勣

車
、
コ
ー
ス
タ
ー
、
皮
の
ブ
ロ

ー
チ
、
わ
り
ぱ
し
け
ん
玉
等

▽
展
示
コ
ー
ナ
ー
・・
日
常
児
童

館
で
つ
く
っ
て
い
る
作
品
等

▽
あ
そ
ぼ
う
コ
ー
ナ
1
;

嶷
跡
(

イ
ク
(

各
ポ
イ
ン
ト
で
ギ
ネ

ス
に
挑
戦
)
、手
作
り
ゲ
ー
ム
等

▽
大
会
コ
ー
ナ
ー
・
:
ド
ッ
チ
ボ

ー
ル
(
団
体
戦
)

▽
幼
児
コ
ー
ナ
ー
・
:幼
児
の
楽

し
い
運
勣
会

▽
お
茶
会
・・・
老
人
館
に
来
て
い

る
お
年
寄
り
が
お
茶
を
た
て
て

く
れ
廖
T

問
合
せ
先
　
庄
区
施
設
課

足立区文化祭

「
文
化
の
日
」
を
中
心

に
、
区
民
の
文
化
・
芸
術

の
向
上
を
め
ざ
し
た
第
3
5

回
足
立
区
文
化
祭
を
閧
催

し
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

他
の
部
門
は
、
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
文
化
係

※ 時鬨はいずnも午前匐時～午後6時

9 月 1 5 日 秋 まつり

千 貫みこし

千
住
地
区
で
は
、
5
年
に
1

度
の
大
祭
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
み
こ
し
が
出
ま
し
た
。
中
で
も

ひ
と
き
わ
目
立
っ
た
の
が
千
住
神
社
と
稲
荷
神
杠

の
千
厩
み
こ
し
。
稲
荷
神
扛
の
み
こ
し
(
写
真
右
)

は
、
嗷
さ
約
痂
震
(
千
6
8
8
U
)も
あ
り
、
か
つ
ぎ

手
は
、
晋
通
の
み
こ
し
の
倍
ほ
ど
の
1
0
0人
。
し
か

し
、
こ
の
み
こ
し
も
ま
ち
へ
出
る
の
は
。
こ
れ
が

最
後
と
か
。
沿
逧
の
人
た
ち
は
、
借
し
み
な
い
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

燃えあ がりました下町エネルギー

お
祭
り
道
路
1
0
0
号
線

1
0
0
号
線
の
車
の
交
通
を
規
制
し
て
行
わ
れ
た
第
7

地
区
(
闃
原
、
木
木
)
地
域
ま
つ
り
。
3

年
に
I
度

の
こ
の
祭
り
に
は
、
8
町
会
・
自
冶
会
が
参
加
し
、

広
い
道
路
は
、
人
の
波
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

募
集
し
ま
す

珠
算
競
技
大
会

参
加
者

日
時
1
0
月
2
0日
(
日
)、
午
前
8

時
3
0分
か
ら

塲
所

竹
の
塚
小
学
校

種
目

総
合
、読
上
算
、読
上
暗
算

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
者
(
小
・
中
学
生
は
学
校

か
珠
算
塾
で
団
体
参
加
、
高
校

生
、
一
般
は
、
団
体
ま
た
は
個

人
参
加
)

申
込
期
限
　
1
0月
1
1日

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

'
8
5
あ
だ
ち

グ
ル
ー
プ
活
動
の

パ
ネ
ル
展
示

1
0月
2
7日
に
閧
か
れ
る
、
女
性

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
拓
あ
だ
ち
で
、

あ
な
た
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
、
パ

ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

印
刷
物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
置
く
ス
ペ

ー
ス
も
あ
り
ま
す

。

対
象
　
区
内
の
女
性
団
体
や
グ
ル

ー
プ

規
格
　
用
紙
は
模
造
紙
、色
上
質

紙
な
ど
で
、サ
イ
ズ
は
新
聞
兒

閧
京
(
(
5
5
惣
×
8
0
参
)
程
度
。

彩
色
は
自
由

内
容
　
グ
ル
ー
プ
の
P
R
や
活
勣

紹
介
、
会
貝
募
集
な
ど

申
込
方
法
　
直
接
持
参

申
込
期
限
　
1
0月
1
9日

申
込
・
問
合
せ
　先

婦
人
対
策
担

当区
民
体
育
大
会

ラ
イ
フ
ル
射
撃

参
加
者

日
時
・
竸
技
種
目

▽
1
0月
1
3日

・土
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
6
0発

▽
1
0
月
2
0
日
…
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ

ル
2
0
発
、
い
ず
れ
も
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時
3
0
分

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
者

費
用
　
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
・
:千
円

ピ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
・
:
2
0
0
円

申
込
方
法
　
費
用
を
添
え
て
直
接

※
各
大
会
当
日
ま
で
受
付
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
菅
沢
国
治

(
江
北
6
-
1
4
-
6

　
嫋
3
　
9
7
0
)

上
総
湊
健
康
学
園

入
園
児
(
追
加
)

喘
息
、
肥
満
な
ど
、
健
康
に
心

配
の
あ
る
孑
ど
も
さ
ん
の
入
園
を

募
集
し
ま
す
。
学
園
で
は
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
中
で
小
人
数
ク

ラ
ス
に
よ
る
き
め
輻
か
い
学
習
指

導
、健
康
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

募
集
人
数
・
対
象
　
小
学
校
3

年

生
・・・
1
4名

、4
年
生
…
1
0名
、5
　

年
生
・・・
9
名
、6
年
生
・・
1
3名

費
用
　
1

ヵ
月
・・・
約
1
万
8

千
円
(

家
庭
事
情
に
よ
り
、
減
額
、

免
除
あ
り
)

入
園
日
　
H
月
7
日

申
込
方
法
　
現
在
通
学
し
て
い
る

学
校
の
担
任
、
ま
た
は
養
護
の

先
生
に
1
0月
1
5日
ま
で
に
申
し

込
み
の
こ
と

問
合
せ
先
　
学
校
保
健
係

保
育
園
非
常
勤
職
員

勤
務
日
時
　
日
曜
、祝
曰
を
除
く

毎
日
、午
後
3
時
1
5
分
～
7
時

1
5分

勤
務
塲
所
　
大
谷
田
第
一
保
育
園

報
酬

約
1
0万
円

応
募
資
格
　
保
母
の
資
格
を
有
す

る
方
で
、
あ
る
程
度
保
弯
園
等

勤
務
の
経
験
が
あ
る
方

募
集
人
数
　
若
干
名

応
募
方
法
　
保
育
課
に
履
歴
書
持

参
(
市
販
の
用
紙
便
用
、
ベ
ン

書
き
自
筆
、
写
真
貼
付
)

申
込
期
限
　
1
0
月
2
0日

申
込
・
問
合
せ
先
　

保
育
第
一
係

来
年
4
月
入
園
の

幼
稚
園
児

・

区
立
幼
稚
園

募
集
す
る
園
　
下
表
の
と
お
り

応
募
資
格
　
区
内
在
住
の
4
歳
児
　

(
昭
和
5
6
年
4
月
2
日
～
5
7
年

4
月
1
日
生
)
と
5
歳
児
(
昭

和
5
5
年
4
月
2
日
～
5
6
年
4
月

1
日
生
)

受
付
日
時
　
1
1‥月
5
・
6
日

。
午

唆
1
時
3
0分
I
3

時
3
0分

受
付
場
所
　
各
幼
稚
園

※
郵
送
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
募
集
要
項
、
申
込
用
紙
は
、
各

幼
稚
園
と
出
張
所
で
1
0
月
2
5日
か

ら
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
幼
稚
園

で
の
配
布
は
午
後
1
時
か
ら
3
時
(

土
曜
日
は
午
前
中
)
ま
で
で
す
。

選
考

第
一
次
選
考
(
抽
選
)
は

1
1
1
1
月
7
日
に
各
幼
稚
園
で

問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
係

・

私
立
幼
稚
園

入
園
対
象
児
3

・
4
・
5
歳
児

(
昭
和
5
5年
4

月
2
日
～
5
8
年

4
月
1
日
生
)

願
書
配
布
　
1
0
月
1
5日
か
ら

受
付
月
日
　
1
1
月
1
日
か
ら

問
合
せ
先
　
各
私
立
幼
稚
園

区立幼稚圜一覧

ご 利 用く だ さ い

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

秋
の
紅
囑
が
す
ば
ら
し

い
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
(

栃
木
県
鹿

沼
市
)
を
利
用
し
ま
せ
ん

か
。
利
用
料
金
と
食
事
料

金
は
下
表
の
と
お
り
で
す

(
パ
ン
ガ
ロ
ー
、
テ
ン
ト

は
1
0
月
ま
で
閧
設
)
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
社
会

教
育
部
管
理
課

利 用 料 金

食 事 料 金

スポーツ・文化… …ふれあい教室

掲示
板

亜
神
経
難
病
の
「
検
診
と
相

談
」(
無
料
)

筋
萎
絽
・
筋
無
力
症
、
多

発
性
硬
化
症
、
せ
き
髄
小
脳

変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

等
神
経
難
訶
の
方
、ま
た
は
、

こ
れ
ら
疑
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
専
門
の
医
師
が
検
診
と

相
談
を
行
い
ま
す
。

(
脳
卒
中
は
対
象
外
)

日
時
　
1
0
月
2
0日
(
日
)
、
午

前
9
時
3
0分
～
午
後
3
時

塲
所
　
足
立
保
健
所

定
員
　
6
0
名
(
先
着
順
)

共
催
　
足
立
区
医
師
会
、
東

京
進
行
性
筋
萎
縮
症
協
会

申
込
方
法

住
復
(

ガ
キ
に

「
難
病
検
診
」
と
書
ミ

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
屁
状
念
叨
記

申
込
期
限
1
0

月
1
5日
(
必

着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区

医
師
会
(
〒
1
2
0予
住
仲
町

1
4
-
4

　
8
8
1
9
8
6
1
)

亜
わ
た
し
た
ち
の
技
能
祭

日
時
　
1
0
月
2
0
日
(
日
)
、午

前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
　
足
立
職
業
訓
練
校

内
容
　
▽
だ
れ
で
も
で
き
る
　

エ
作
室
　
▽
訓
練
生
の
作
　

品
展
示
・
即
売
　
▽
職
業

訓
練
P
R

コ
ー
ナ
ー
等

問
合
せ
先
　
足
立
職
業
訓
練

校

　
莇
6
1
4
6

・

高
齢
者
求
人
・
求
職
相
談

日
時
　
1
0
月
1
7日
(
木
)
。午

前
1
0時
～
午
後
4
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
足
立
公
共
職
業

安
定
所

　
貎
1
2
8
7

・
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

入
札
曰
時
　
1
0
月
2
8日
(
月
)
　

午
前
1
0時
～
午
後
1
時

保
留
地
区
画
　
8

区
圃

現
地
案
内
　
1
0
月
1
2・
1
3日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

入
札
場
所
・
問
合
せ
先

栗

原
・
六
月
町
土
地
区
圃
整

理
組
合
(
栗
原
4
-
7
-
2
2

　
刪
3
3
9
1
)

・

街
頭
労
働
相
談

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
璽
点

に

。弁
護
士
、労
勳
基
準
監
督

署

、
社
会
保
険
事
務
所
な
ど

が
担
当
し
ま
す

。

日
時
　
1
0
月
1
1‥日
(
金
)
、
午

後
2
時
～
5
時

場
所
　
北
千
住
駅
西
口

問
合
せ
先
　
王
子
労
政
事
務

所

　
峩
6
1
1
0

U. 0. 240, 000


